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Ⅰ はじめに
筆者周辺には中国の歴史や文化及び経済に興味を
持って、中国語を学んでいる人が数多くいる。しか
し、その中の多くはすでに学習歴が数年に及ぶのに、
依然として初級レベルにとどまっている。試みに彼女
たちと中国語で会話を交わしてみたが、結局わけのわ
からない「オト」が私の耳に入ってきただけで、まっ
たく意味が理解できなかった。
ここ数年、大学では中国語を履修する学生の数も少
なくない。私は学生の学習進度を把握するため、週に
１回小テストを行っているが、つねに筆記試験の上で
は良くできている学生でも口述試験では、教科書を見
ていてもうまく答えられない。中国の語学教育上では
このような現状を「高点数の低能力」（１）（語学勉強に
は、書面上では高い点数を取ることが出来ても、口頭
の表現能力が低いという意味である）と呼んでいる。
学習者は、中国語の発音は難しいと感じているよう
だ。それでは、中国語の発音のどこが難しいのだろう
か。
Ⅱ 根 源
１． 曾ての共通記号
まず、歴史上から見てみよう。周知のように、中国
と日本には二千年以上に渡る文化交流の歴史がある。
歴史上日本人はかつて中国からさまざまな文化を学ん
だ。その最たるものは漢字である。中国から漢字を学
ぶにあたって、日本人は並々ならぬ努力を払い、さら
に日本語の漢字読みを創った。それゆえに、当初日本
語と中国語の文字や読み方は大変似ていた。日本人と
中国人は共通の記号である漢字を持ったため、お互い
に相手の言語は学び易いという間違った印象を持って
しまった。このため、学習者は対象言語を習う際に、
実際は発音がどんなに違っていても、自分の母国語の
体系の中でその発音を示そうとしがちになった。つま
り、日本人学習者は往々にして日本語の漢字の読み方
で中国語の漢字を読もうとする。日本語と中国語の間
の発音上の重要な相違部分を軽視しているのである。
実際には、中国語と日本語の音声は同じ系統ではな
く、発声の本質は大きな違いを持っている。次ぎに、
音声学の角度からその違いを見てみよう。
２． 音声器官の働き
まず、人の発声器官がどのように働いているかを見
てみる。人の発声はすべて肺からの呼気が気管、喉
頭、口腔、鼻腔などの音声器官を通過して形成される
と理解されている。しかし、発せられた音の高さ（音
の高低）音の強さ（音の強弱）及び音の長さ（音の長
短）により、言語上の同じ意味でも違った発音の音色
（音の特性）が生じる（周健等（２００４）p８２）。例えば「書」
という漢字は中国語の読み方は shu であるが、日本語
では syo と読んでいる。
それでは、これらの異なった発音はどの器官からど
のように発せられ、どこが違うのか。以下この点につ
いて見てみよう。
（１）肺と気管
肺と気管は呼吸器官に属し、人の発音器官の重要な
構成部分である。肺からの呼気は気管という長い管を
通り、声帯、咽腔、鼻腔を通過して、口や鼻から抜け
ていく。その呼吸器官の働きは音の強さに関係してい
る。呼気の量が多ければ多いほど音声は強い。中国語
を発声するときは、力の入れ方が大きいので呼気から
音声器官への衝撃が大きい（周健等（２００４）pp８１―８２）。このた
め音波の幅も大きい。全体的に中国語の音声は日本語
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の音声よりずっと強いのである。
（２）喉頭と声帯
気管の上は喉頭で、喉頭の上に声帯がある。呼気は
声帯を通り、声帯を振動させることにより音が表出さ
れる。声帯はとても重要な発声器官である（周健等（２００４）
p８３）。
喉頭と声帯は音の高さに密接な関係を持っている。
楽器の上の弦のように振動の回数が多ければ多いほど
音は高くなり、反対に振動の回数が少なければ、音は
低くなる（曹文（２００２）pp４―６）。中国語は単位時間における
声帯振動の回数が多いため、単位時間における声帯振
動の回数が少ない日本語より音は高い。この中国語の
特徴を理解しなければ正しい中国語を身に付けること
はなかなか難しい。
（３）口腔と鼻腔
咽頭上部の発音器官は喉腔、咽腔、口腔、唇腔及び
鼻腔を含めて、人間の発声する共鳴器官となる。その
中口腔は上顎と下顎の両部分より構成され、発音上最
も重要な部分である。口腔内の上顎には上唇、上歯、
上歯茎、硬口蓋、軟口蓋と口蓋垂の六ヵ所が含まれ、
下顎には下唇、下歯、下歯茎、舌の四ヵ所が含まれ
る。舌は特に大きな役割を担っている。口腔に対して
舌を上下、前後自由に動かして、口の開きを調節する
ことにより内部の形を様々に変え、様々な音色を作り
出している。口形や舌の位置などの違いにより、それ
ぞれの発音はそれぞれ違った音色を持つことになる（ 
富 等（２００６）p３）。鼻腔は口蓋垂で口腔とに仕切られ、鼻
音を発する際の共鳴器官の役割を果たしている。
中国語と日本語の発音は、似ている部分もあるよう
に思われているが、実際には、発声する舌の位置は
まったく異なる。従って、中国語と日本語で同じ発音
はほとんどないのである。
Ⅲ 音声性質
１． 分 類
人間が自分の意志や感情などを伝えるため上述の音
声器官を通じて表出する「オト」はコミュニケーショ
ンを目的とする言語の「オト」である。言葉を聞き手
に正確に伝えるためには音声の正しい出し方を把握し
なければならない。
次に音声の分類をしながら中国語と日本語の発音上
の相違点を取り上げて見よう。
音声はいろいろ分類できるが、中国語は通常発音の
仕方によって「母音」と「子音」の二つに分けられる。
母音と子音の発音は最小単位であり「音素」と呼ぶ。
一つの音素の発音は一つの音声記号で表す。その代表
的なものは「国際音声記号」（IPA）である。この「国
際音声記号」は世界のさまざまな言語の発音を表記し、
私たちの外国語の勉強や研究に大変役立つものであ
る。
ここで中国語の漢字の読み方を説明しなければなら
ない。歴史の変化と共に中国語の漢字の発音も絶えず
変化してきた。１９５８年中国政府専門機構により、「漢
語拼音方案」が発表され、北京語に近い発音を中国語
標準的発音として確定された。その標準語の発音は中
国語表音ローマ字で表記され、「国際音声記号」
（IPA）を音声記号としている（周健等（２００４）P９３）。
前述した「音素」は、「音声」を構成する最小の単
位である。一つの漢字は二つかそれ以上の音素から綴
り合せられている。綴り合せた一つの音色の単位は
「音節」と呼ばれる。
中国語の音節は初頭に子音が来て、次に母音が来る
という構成で成り立っている。子音は２１コの字母で
「声母」と呼ばれる。声母に対して３９コの母音がある
が、これらを「韻母」と呼ぶ（周健等（２００４）p８８）。韻母は
中国語の音節を形成するための重要な部分である。
２． 母音の相違点
ここではさらに、音声三要素母音・子音・声調から
中国語の特徴を重点的に述べて見よう。
（１）単母音
中国語母音の発音は肺から発せられ、その呼気は気
管を通り、声帯を振動させながら、咽頭や口腔でなん
の阻害も受けずに抜け出てくる音であり、発音器官に
かかる力が強いため音は高い。唇の形や口の開き方な
どの変化は大きく、特に舌の運動は激しいことがポイ
ントになる（曹文（２００２）pp５７―６１）。これに対して、日本語
の母音は発声器官にかかる力が弱く、音は低いので、
口腔内の運動は穏やかである。
次には日本人の学習者が習う際に注意すべき例を挙
げて見よう。
発音 e［ ］図
出典（ （２００６）p３０）より
e［γ］の発音のとき、
口の開き度は日本語の
「え」に近いが、日本
語の「え」は前舌音で
あり、はっきりした発
音である。中国語の e
［γ］は曖昧な後舌音で、発音するときは口唇をやや丸
めて同時に下顎を前に突き出せば正確な e［γ］の発音
ができる（発音 e［γ］図）。
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発音 ü［y］図
出典（ （２００６）p３２）より
ü［y］の発音は、日
本語の「い」の発音の
舌位置にほぼ近いが音
色が全く違う。ü［y］
の場合は、「い」より
両唇をやや窄めて前に
突き出し、舌面の前部
を少し盛り上げて、軟口蓋もあげながら声帯を振動さ
せて発音する。これは中国語の独特な発音である（発
音 ü［y］図）。
（２）複母音
複母音は二つあるいは三つの単母音を複合し、融合
したものであり、「双母音」ともいう。発音の特徴か
ら「後響双母音」と「前響双母音」の二つに分かれる
（周健等（２００４）pp１１３―１１７）。後響双母音の発音は日本語のや
行、わ行の発音に似ているが中国語と比べればいくら
かの違いはある。例えば中国語「家」の発音は jia で
あり、この音節中の ia は後響双母音である。発音は
日本語の「や」と似ているようであるが、中国語の双
母音が初頭にある際には、はっきりとした摩擦音がす
る。それに対して、日本語の「や」ya の発音が音節
初頭にあるときは、摩擦音がなく、発音するときの舌
面化された子音に吸収されてしまう。例えば「しゃ」
sya の中の y がそうである。
もう一つは「前響双母音」。これは中国語の母音系
統中の特色ある発音であり、開口度の大きい母音と開
口度の小さい母音が融合した発音構造である。日本語
の母音の二つの連続した発音の仕方とは違う。例え
ば、中国語「都」の発音は dou で、音節中の ou は前
響双母音であり、発音するときは口形を大から小へ変
化させるため口腔全体は緊張感を伴う。学習者がここ
で注意しなければならないことは日本語「おう」の二
拍発音で当てはめないように正確な中国語の読み方で
発音する必要がある。
（３）鼻母音
中国語の言語系統には単母音、複母音のほかに鼻母
音がある。日本語にも鼻音はあるが中国語の鼻母音と
は違う。中国語の鼻母音は母音と音尾子音 n［n］と ng
［η］で構成され、一つの音節で発音の長さは一拍で
ある（周健等（２００４）p１１８）。例えば、中国語の「安全」は an
quan と発音する。一つの音節「安」an の発音は、［a］
の口形をし、［n］を発音する準備をして、舌が前へ移
動すると同時に壁を作り、呼気を鼻腔に流し出せば、
an の発音ができる。もう一つの ang の発音をすると
きは舌を奥に引き込めば、正しい ng の発音ができる。
従って、日本語の「安全」ann zenn の場合では、音
節中の撥音「ん」の鼻音を音尾とするが、拍としては
二拍である。発音するときの舌の位置は口腔の真ん中
にある。日本語の「ん」は母音と結合するが、発音す
るときの舌の位置は中国語の n［n］と ng［η］とも違
うので、特に気をつけなければならない。
３． 子音の相違点
子音は肺から発せられた呼気が気管を通り、声帯を
抜けて咽頭や口腔や鼻腔で阻害を受けたときにできた
音である。中国語の子音の発音と日本語の子音の発音
の基本は違う。中国語の子音は無気音と有気音の対立
を基本とするが、日本語の子音は有声音と無声音の対
立が基本となっている。中国語の無気音と有気音は、
発音するときの肺部の活動量は大きく、声帯部分の運
動はやや弱い。これに対して、日本語の有声音と無声
音は声帯部分の運動量が大きく、肺部の活動量が小さ
い。そのほか、日本語にはない発音「巻き舌音」も厄
介な発音である。
以下に、日本人の学習者にとって幾つかの紛らわし
い例を挙げて見る。
（１）唇歯音 f［f］と舌根音 h［x］
発音 f［f］の図
出典（ （２００６）p１５）より
唇歯音 f［f］の特徴
は摩擦音である。発音
するときは下唇を上の
歯に付けて強い呼気を
上下唇の間に出すよう
にする（発音 f［f］図）。
発音 h［x］の図
出典（ （２００６）p２５）より
舌根音 h［x］の発音
は日本語の「ほ」と違っ
て、中国語の h［x］に
は強い喉頭摩擦音の特
徴がある。発音すると
き、息切れるような感
じにすればよい（発音
h［x］図）。
この f［f］と h［x］のような「オト」は日本語には
ない発音である。日本人学習者は日本語に似た発音を
もって、この発音に当てはめようとしがちである。そ
うすると、全然違う意味になってしまう。例えば、中
国語「喝茶」he cha はお茶を飲むという意味である
が、学習者の発音は度々 hu cha「呼茶」（お茶を呼ぶ）
と聞こえてしまう。舌根音 h［x］の発音と日本語の
「ふ」や「ほ」の違いをきちんと区別し、発音する位
置を再確認してみる必要がある。
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（２）舌尖後音 zh［t ］、ch［t‘］、sh［ ］、r［ ］
舌尖後音とはいわゆる「巻き舌音」のことで、中国
語独特の発音である。巻き舌というと、学習者は単に
舌を巻くという意味にとらえ、しばしば舌をそのまま
巻いてしまうのである。実際には舌の両側を反らし
て、硬口蓋に近づけ、舌の真ん中の通路を残して、呼
気をこの通路から流すことにより正確な巻き舌音がで
きる。
発音 ch［t‘］図
出典（ （２００６）p２０）より
舌 尖 後 音 の
zh［t ］は無気音
で、ch［t‘］は
有気音である。
ch［t ‘］を 発
音するとき、舌
は上歯と硬口蓋
の間の隆起の所につけて発音する。ただし、日本語の
「ち」の発音にならないように、声を出すとき対比し
てみる（発音 ch［t‘］図）。
sh［ ］と r［ ］は日本人にとって、もう一つの難
しい発音である。sh［ ］と r［ ］は舌の位置を zh［t ］
のようにする。ch［t‘］の位置とも同じだが、sh［ ］
と r［ ］は後舌尖摩擦音である。sh［ ］を発音する
とき、舌尖の位置は前述したようにして呼気が舌尖後
部と硬口蓋との間にできた隙間を摩擦しながら通り抜
けさせて発音する。sh［ ］の発音の要領で、r［ ］
を発音してみる。r［ ］は声帯を振動させながら発音
する（ 富 等（２００６）pp２１－２２）。sh［ ］と r［ ］は日本語
「し」、「り」とは全く別の音色なので、習う際には十
分注意しなければならない。
以上見た通り、子音の発音は日本人にとってかなり
難関であるが、実際には中国人にも容易ではない。中
国の方言によっては舌尖後音と舌尖前音との違いを区
別しない所がかなりある。例えば中国語「吃」の標準
発音は chi と読む、食べる意味で、中国南方の上海語
では「吃」qie と発音する。漢字は同じであるが、発
音は日本語の「ちぇ」に似ている。
中国では地域により言語の音声が全然違うことは珍
しくない。ここで述べている中国語の発音は広い中国
に共通する標準国語としての発音である。また、中国
本土では「普通話」pu tong hua と呼んでいる。「普通
話」の発音は、常時方言を使っている中国人にとって
も、かなりの挑戦と訓練をしなければうまくならない
のである。
４． 声調の違い
中国語の基本的な声調は四つある。第一声は中国語
の中で一番高い音調であり、第二声は一声よりやや低
めのところからいきなり一声の高さまで声を上げてい
く。第三声は少し声を下げ再度上げて、一声の手前で
とまる。第四声は一声の高さからいきなり声を下げ
る。いずれも第一声を基準にしているから、第一声を
必ず把握しておかなければならない。中国語の音調は
非常に高く、音域は広い、しかも高低起伏が激しい
（周健等（２００４）pp１２６―１２７）。前述したように中国語は一つの
漢字の読み方を一つの音節で表しているので、その音
節の中の声調はとても重要な役目がある。たとえそれ
ぞれの音素が同じでも声調が違えば意味も違ってしま
う。例えば、音素の m［m］と o［o］を組み合わせる
と、一つの音節 mo になるが、一つの音節は四つの声
調の中から一つを選ぶ。mo に第一声を選ぶと mō「摸」
と読む、漢字は触る意味である。第二声につけると
mó「磨」と読む、磨く意味をさす。第三声 m 「抹」
にすれば、消すという意味になるが、第四声 mò「墨」
はすみという意味になってしまう。
これに対して日本語は一つの仮名は一つの音節であ
る。即ち、一つの単語に一つの声調である（２）。例え
ば「あめ」のとき「飴」a me なのか、それとも「雨」
a me なのか分からない。「あめ」の後ろに「～を舐め
る」或は「～が降る」をつければ、どちらの「あめ」
かわかってくる。であるから、日本語は複数の音節が
連なってはじめて声調ができる。
もう一つ、日本語の声調はしばしば始めの音節が高
い場合、次の音節は低くなり、逆に、始めの音節が低
い場合、次の音節は高いという特徴がある（ 富 等（２００６）
pp１２０－１２１）。
日本人学習者のほとんどはこの規則に影響されてい
るようである。音調が非常に高く、音域は広く、しか
も高低起伏が激しい中国語を学ぶには、学習者はまず
日本語とは全く異なる新しい言葉として向き合い、そ
の発音の特徴を身につけなければならないのである。
Ⅳ 終わりに
日本人学習者が中国語の標準発音を操れるようにな
るには、全く別の言語として認識した上、正しい発音
を繰り返し訓練すれば中国語はそれほど難しくない。
「…声に出して読むこと、訳さないこと、レッスン
を暗唱すること」（H. Schliemann 著、村田数之亮訳（１９５４）pp２５―２８）。
これは１８世紀のドイツ人の考古学者であり、多国語を
自在に操る世界的語学者でもあるハインリッヒ・シュ
リーマン（H. Schliemann）氏の語学独習法である。
この実直な信念は我々が言葉を勉強する上での指針に
なるであろう。
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〔注〕
（１）２００７年８月～９月、北京語言大学に於いて受講
した「中国語教育学課程」の内容を引用したも
のである。
（２）２００７年８月～９月、北京語言大学の図書館にて
（１９９６）「漢日声調対比研究」論文 北
京外国語大学国際交流学院編集 北京出版社
ｐ２９より調べたものである。
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